
オプションメニュー
  　オプション検査項目と内容についてのご案内です。

 　 気になること、昨年の結果等に合わせてお選びください。　★印は単独のお申し込み可能です。

料金 (税込) 説　　明

頭部MRI・MRA検査 18,700円 脳の病気や脳卒中の早期発見に役立ちます。

頸動脈超音波 5,500円 動脈硬化の程度を把握することができます。脳血管疾患に対する評価にも用いられます。

★海馬MRI検査 9,000円
従来のMRI検査では計測できなかった海馬の微細な萎縮度をAIで解析します。認知症の早期

予防につながります。

★ＭＣＩスクリーニング検査 24,200円
採血でMCI(軽度認知障害)のリスクを評価する検査です。MCIの段階で適切な予防や治療を

行えば認知症の発症を防ぐことや遅らせることができます。

★Ｌｏｘ-ｉｎｄｅｘ 13,200円 脳梗塞や心血管障害の発症リスクを予測する血液検査です。

喀痰細胞診検査 3,300円
がん細胞の有無を顕微鏡で検査します。肺がんの気になる方には、肺CT検査と合わせての

実施をおすすめします。

胸部CT 11,000円
肺がんや肺結核などの病変の発見に有用です。ヘビースモーカーの方、過去に胸部X線検査

で異常が見られた方におすすめします。

血圧脈波測定検査（ABI・PWV） 2,530円 血管年齢、血管の詰まりを測定する検査です。動脈硬化の程度を把握することができます。

ホルター心電図 16,500円
24時間1日の生活を通して心電図を記録します。不整脈や狭心症などの病気の発見に役立ち

ます。※検査実施当日は、ご入浴できませんのでご了承ください。

胃 ヘリコバクターピロリ 1,650円 胃潰瘍や、胃がん発生と関連があるピロリ菌感染の有無を判定する血液検査です。

大腸 大腸内視鏡検査 17,600円 全大腸内視鏡検査を行い大腸がんなどの病変の有無を確認します。

腹部CT 11,000円

腹部CT+内臓脂肪量測定 12,100円

5,500円

※5,000円

乳腺超音波（ｴｺｰ）検査 3,850円
マンモグラフィ検査では評価しづらい、乳腺が豊富な方(比較的若年層)にお勧めです。

妊娠中、授乳中の方でも検査可能です。

子宮頸部細胞診・内診

（医師採取）
6,000円 ※契約医療機関（坂本レディースクリニック）での受診となります。

甲状腺 FT3・FT4・TSH 3,850円 女性に多い甲状腺の病気を血液検査で調べます。

前立腺（PSA） 2,970円 男性の前立腺がんの腫瘍マーカーです。血液検査で調べます。

男性セット

(CEA/AFP/CA19-9/CYFRA/PSA)

女性セット

(CEA/AFP/CA19-9/CYFRA/CA125)

★アミノインデックス（ＡＩＣＳ） 23,100円

血液中のアミノ酸濃度を測定し、がんに対するリスクを評価する血液検査です。

男性：胃がん、肺がん、大腸がん、膵臓がん、前立腺がん　の合計５腫

女性：胃がん、肺がん、大腸がん、膵臓がん、乳がん、子宮がん・卵巣がん　の合計６腫

★マイクロアレイ 68,200円
がんなどに対する体の反応を遺伝子レベルで測定する血液検査です。消化器系がん（胃が

ん、大腸がん、膵臓がん、胆道がん）に対して９割の高い感度を示しています。

骨密度検査（ＤＥＸＡ法） 3,520円 骨粗しょう症のリスクを調べます。特に閉経後の方におすすめします。

アプノモニター

（簡易睡眠時無呼吸検知装置）
8,250円 睡眠時に、無呼吸や低酸素状態が起こっていないかを調べます。

★血糖値スパイク健診

（FreeStyleリブレPro）
9,350円

採血の痛みなしで、最大14日間の血糖データを記録し1日の血糖変動パターンをしることに

より、血糖値スパイク（食後1～2時間の急激な血糖上昇）の有無を調べることが出来ます。

★腸内フローラ検査 16,500円

採便で腸内フローラの状態を調べます。腸内フローラは生活習慣病やメンタルの不調などに関連し

ています。便秘、下痢などのお腹の不調が気になる。お腹が張りやすい。便やおならの臭いが気に

なる。腸内フローラを整えたい。腸活をしている方にお勧めの検査です。

がんリスク

その他

★

女性健診

マンモグラフィ（X線検査）

R7年度より装置が新しくなりました

触診ではわかりづらい小さなしこりや石灰化を検出し、早期発見に有効です。

※健康診断との同日受診はセット料金となります。

腫瘍マーカー

8,250円

がん細胞に特有ながん抗原を血液検査で調べます。

マーカーはがんの存在、部位、種類、進行度などの目安になりますが、項目によっては良性

の腫瘍やがん以外の疾患でも反応を示すことがあります。いくつかの検査を組み合わせるこ

とでがん発見の確率を高めることができます。

造影剤を使わずに多方向からX線を照射し、鮮明な横断画像面を描き出します。

肝臓や胆のう、すい臓など内視鏡で観察できない腹部臓器の病変を診断するのに有効です。

内臓脂肪量測定は、メタボリックシンドロームの改善の指標として有用です。

検査項目

脳・心血管

肺

循環器

腹部
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